








Female Students’ Attitudes toward Politics: A Questionnaire 







程度で 60歳代の投票率の半分以下にとどまっている（図 1）。2016年 7月には、選挙権年
齢が 18歳に引き下げられて初めての国政選挙が行われ、新たに選挙権を得た 18歳及び 19
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4. 調査結果の概要 2 
(1) 投票状況 















2）。   
                                                   
2回答者のうち投票状況が無回答だった回答者が 8人あった。以下の分析は、投票行動との関係を中心に
行うため、回答者 313人から上記 8人を除いた 305人についての結果を報告する。 
3投票した人のうち 19％（36人）は投票日以前に投票していた。 











































































































































































































かは個人の自由」が 23.9%であった 6（図 10－1）。投票状況別の割合をみると、「行くべき
だ」と考える回答者の 71.5%が実際に投票したのに対し、「行くかどうかは個人の自由」と
考える回答者で実際に投票したのは 34.2%にとどまった（図 10－2）。 
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